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一般質問
　９月１日から５日の５日間にわたり、29
名の議員が市政を取り巻く諸問題につい
て、意見・提案を交えながら、市長などの
考えをただしました。質問、答弁の要旨は
次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

　各議員のタイトル下から
一般質問の録画映像にアク
セスできます。
※�動画の再生には別途通信料
がかかる場合があります。

町
田
市
デ
ジ
タ
ル�

化
総
合
戦
略
ほ
か

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問
→
「
町
田
市
デ
ジ
タ
ル
化
総

合
戦
略
２
０
２
５
」
の
改
定
ポ
イ

ン
ト
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
著
し
い
進
化
を

遂
げ
る
生
成
Ａ
Ｉ
を
い
ち
早
く
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
導
入
す
る
た
め
に
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
を
戦
略
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
で
す
。

　
問
→
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
上
で
、

郵
送
で
の
証
明
書
請
求
に
つ
い
て

も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
市
民
部
長
　
導
入
自
治
体
の
状

況
を
確
認
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問
→
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

34
号
線
、
３
・
４
・
９
号
線
の
進

捗
状
況
は
。

　
道
路
部
長
　
３
・
４
・
９
号
は
、

24
年
４
月
に
事
業
認
可
を
取
得
し
、

６
月
に
用
地
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
現
在
は
用
地
取
得
を
進
め

て
い
ま
す
。
３
・
４
・
34
号
は
、

計
画
協
議
が
完
了
し
ま
し
た
。
事

業
認
可
の
申
請
中
で
、
間
も
な
く

認
可
取
得
が
で
き
る
予
定
で
す
。

安
心
の
未
就
園
児�

預
か
り
事
業
に

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
本
格
実
施
さ
れ
る
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
安
全
に

行
う
上
で
、
市
の
役
割
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
安
全
に
事

業
を
行
え
る
よ
う
基
準
な
ど
を
整

備
し
て
実
施
し
て
お
り
、
町
田
市

乳
児
等
通
園
事
業
の
設
備
及
び
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
、
認
可
を
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上

げ
を
中
止
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
制
度
を

安
定
的
、
持
続
的
に
運
営
す
る
た

め
、
町
田
市
国
民
健
康
保
険
事
業

財
政
改
革
計
画
に
基
づ
い
た
適
正

な
保
険
税
率
を
設
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
統
廃
合
で
大
規
模
化
し
た

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
ト
イ
レ
や
手

洗
い
場
を
増
設
す
べ
き
だ
が
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
数
が
少
な

く
、
児
童
に
不
都
合
が
生
じ
て
い

る
と
い
っ
た
報
告
は
受
け
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
や
手
洗
い

場
の
増
設
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
避
難
施
設
に�

ス
フ
ィ
ア
基
準
を

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
→
被
災
者
の
権
利
を
保
障
す

る
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
沿
っ
た
避
難

施
設
開
設
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
ト
イ
レ
は
、

基
準
に
沿
っ
て
確
保
し
、
協
定
を

締
結
し
た
事
業
者
か
ら
炊
き
出
し
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
ベ
ッ
ド
の
供
給
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
→
町
田
市
民
病
院
の
地
域
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
近
隣
産
婦
人
科
と
の
連
携
体
制

を
問
う
。

　
市
民
病
院
事
務
部
長
　
ハ
イ
リ

ス
ク
出
産
の
母
子
に
専
門
的
な
医

療
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
連
携
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

市
内
産
科
医
や
小
児
科
医
が
参
加

す
る
連
携
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
夏
季
休
業
中
の
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
へ
の
昼
食
提
供
モ
デ
ル
事

業
の
実
施
状
況
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
７
ク
ラ
ブ

合
わ
せ
３
１
５
４
食
注
文
が
あ
り
、

各
ク
ラ
ブ
に
配
膳
員
を
配
置
し
、

配
膳
や
片
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

町
田
を
目
指
し
て

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問
→
（
仮
称
）
金
井
・
薬
師
子

ど
も
ク
ラ
ブ
の
進
捗
状
況
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
25
年
８
月

に
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託
契

約
の
事
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

て
選
定
し
ま
し
た
。
27
年
１
月
ま

で
に
基
本
・
実
施
設
計
を
完
了
し
、

27
年
度
中
に
工
事
着
工
で
き
る
よ

う
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
夏
休
み
中
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
体
験
で
き
る
環
境
を
整
え

た
ら
ど
う
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　

（
仮
称
）
公
園
案
内
棟
／
喫
茶
／

版
画
工
房
／
ア
ー
ト
体
験
棟
の
整

備
に
よ
っ
て
、
制
作
の
体
験
が
で

き
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
問
→
藤
の
台
小
維
持
の
た
め
、

金
井
二
丁
目
を
学
区
変
更
す
る
の

で
は
な
く
、
金
井
小
学
校
の
建
て

替
え
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
藤
の
台
小
と

金
井
小
の
適
正
規
模
を
維
持
す
る

た
め
、
28
年
度
学
区
変
更
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
ま�

ち
づ
く
り
そ
の
35

　
三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
→
森
野
住
宅
周
辺
地
区
の
土

地
利
用
計
画
に
お
い
て
、
音
楽
・

演
劇
ホ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
整
備

す
る
の
か
。

　
櫻
井
副
市
長
　
駅
に
近
い
東
側

エ
リ
ア
へ
整
備
を
目
指
す
ホ
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
皆
様

に
説
明
し
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
取
り

ま
と
め
広
く
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

ま
ち
だ
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

取
組
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
30
年
度
ま
で
の
削
減

目
標
を
13
年
度
比
約
33
％
削
減
か

ら
51
％
削
減
へ
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
問
→
高
齢
者
見
守
り
事
業
の
う

ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
よ
る
事
業
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
を
12
か
月

間
支
援
す
る
も
の
で
、
25
年
４
月

か
ら
、
対
象
を
65
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
の
方
に
変
更
し
ま
し
た
。

市
民
病
院
／
バ
ス�

セ
ン
タ
ー
／
デ
フ

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
→
市
民
病
院
の
現
状
と
課
題

へ
の
対
応
は
。

　
病
院
事
業
管
理
者
　
24
年
度
は

物
価
高
騰
に
伴
う
薬
品
費
や
診
療

材
料
費
増
な
ど
に
よ
り
、
純
損
失

は
前
年
度
と
比
べ
増
加
し
ま
し
た
。

国
や
都
へ
の
要
望
に
加
え
て
、
救

急
患
者
の
受
入
れ
強
化
や
地
域
医

療
機
関
へ
の
訪
問
強
化
を
図
る
な

ど
、
収
支
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
問
→
現
在
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
課
題
認
識
と
新
し
い
整
備

の
方
向
性
は
。

　
櫻
井
副
市
長
　
バ
ス
を
待
つ
空

間
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
と
認
識

し
て
お
り
、
適
正
規
模
の
バ
ス
セ

ン
タ
ー
を
整
備
し
、
乗
降
場
を
集

約
す
る
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
→
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ

シ
ー
と
（
仮
称
）
町
田
市
手
話
言

語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
榎
本
副
市
長
　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
聴
覚
障
が
い
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
条
例
の
検
討
を
進
め
る

上
で
よ
い
機
会
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
次
期
市
長
選
挙
が
半
年
後

に
迫
っ
て
い
る
。
石
阪
市
長
は
、

引
き
続
き
こ
の
街
の
未
来
を
牽
引

す
る
意
向
は
あ
る
か
。

　
市
長
　
私
と
し
て
は
、
今
議
会

中
に
決
断
を
し
た
い
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
市
長
20
年
の
経
験
の
中
で
、

政
治
家
と
し
て
、
市
民
の
信
任
を

得
て
、
組
織
を
動
か
す
た
め
に
重

要
と
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
や

姿
勢
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
か
。

　
市
長
　
命
令
す
る
と
か
、
指
示

を
す
る
と
か
は
極
力
避
け
る
、
こ

れ
が
リ
ー
ダ
ー
の
第
一
原
則
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
職
員
に
つ
い
て

は
ほ
か
の
自
治
体
に
人
材
が
取
ら

れ
る
と
い
う
か
、
そ
れ
く
ら
い
の

職
員
を
育
て
る
と
い
う
の
は
、
リ

ー
ダ
ー
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
市
役
所
に
転
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と

く
ら
い
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い

か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

石
阪
市
長
の
進
退�

に
つ
い
て
問
う
！

選
挙
で
の
不
正
／�

学
校
Ｐ
Ｃ
の
課
題

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問
→
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
公
費
負

担
制
度
で
は
不
正
も
し
く
は
不
正

に
近
い
行
為
が
あ
る
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。
不
正
防
止
の
た
め
費
用

の
内
訳
記
入
欄
を
設
け
て
は
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
都
の
様
式

を
参
考
に
定
め
て
お
り
、
欄
を
設

け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
→
学
校
の
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
修

理
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
声
が

多
い
。
こ
の
原
因
の
追
求
は
。

　
指
導
室
長
　
多
く
は
メ
ー
カ
ー

修
理
に
出
す
自
治
体
の
時
期
が
重

な
り
、
修
理
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
問
→
キ
ュ
ビ
ナ
で
の
宿
題
に
は

多
く
の
意
見
。
解
決
策
は
。

　
指
導
室
長
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
格
安
に
利
用
い
た
だ
け
る
プ
ラ

ン
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
で
使
用
し
な
い
学
用
品

等
は
持
ち
帰
ら
な
い
な
ど
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
25
年
12
月
に

軽
い
端
末
に
替
わ
る
た
め
、
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
田
市
の
未
来
／�

公
共
事
業
の
課
題

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
物
価
の
急
騰
、
金
利
の
上

昇
、
社
会
変
化
の
大
き
さ
は
予
想

を
上
回
る
。
２
０
２
６
年
度
に
向

け
、
市
政
運
営
の
考
え
方
が
示
さ

れ
た
。
ど
う
か
じ
取
り
を
行
う
か
。

　
市
長
　
選
ば
れ
続
け
る
「
な
ん

だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
、
町
田
が
一

番
。」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
を

つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
時
代
認

識
、
市
民
目
線
を
持
ち
な
が
ら
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
→
更
に
、
予
算
編
成
方
針
も

示
さ
れ
た
。
市
長
の
意
気
込
み
は
。

　
市
長
　
危
機
的
状
況
を
５
年
先
、

10
年
先
も
選
ば
れ
る
町
田
と
な
る

た
め
の
進
化
の
機
会
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
入
札
不
調
が
非
常
に
多
い
。

年
度
を
ま
た
ぎ
、
早
め
に
施
工
業

者
と
契
約
で
き
る
手
法
の
検
討
を
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
工
期
が
数
年

に
わ
た
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な

発
注
方
式
が
最
も
効
果
的
な
も
の

か
、
他
自
治
体
の
導
入
事
例
も
踏

ま
え
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

上
小
山
田
資
源
化�

施
設
／
自
転
車

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問
→
資
源
化
施
設
と
周
辺
地
域

の
一
体
的
な
整
備
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

　
循
環
型
施
設
担
当
部
長
　
基
本

構
想
で
は
、
体
験
学
習
や
山
林
の

役
割
を
学
ぶ
機
会
の
提
供
が
掲
げ

ら
れ
、
資
源
化
施
設
の
会
議
室
な

ど
が
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
上
小
山
田
地
区
に
整
備
す
る

資
源
化
施
設
は
、
地
域
で
一
体
的

に
活
用
で
き
る
役
割
な
ど
庁
内
で

連
携
を
図
り
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
26
年
４
月
１
日
か
ら
自
転

車
の
違
反
に
も
青
切
符
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
改
め
て
交
通

ル
ー
ル
の
周
知
や
自
転
車
通
行
空

間
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
取
組
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
交
通
反
則
通

告
制
度
も
、
引
き
続
き
、
警
察
と

と
も
に
啓
発
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
道
路
部
長
　
町
田
市
自
転
車
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
で
は
、
24
年
度

か
ら
10
年
間
で
優
先
整
備
区
間
を

位
置
づ
け
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。


